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研究成果概要 
 

南半球で「太陽の影」を観測するために、ALPAQUITA 空気シャワーアレイ[1, 2]を
建設中である。本年度中に、エレクトロニクスハット、避雷針、フェンス、送電線等の
インフラ設備がほぼ整った。2019 年 8 ⽉から 11 ⽉にかけて、ボリビアに滞在し空気
シャワー観測装置の建設を⾏った。⽇本⼈及び現地の⼤学(サン・アンドレス⼤)の技術
員・研究者で作業を⾏い、図 1 のように部分的に検出器の設置が完了し、南半球にお
ける宇宙線の観測開始まであと⼀息のところまできた。 
 

 

 

図１	 ボリビア・チャカルタヤ山中腹(標高 4740m)に設置された ALPAQUITA空気シ
ャワーアレイ。白色に見えるのが、シンチレーション検出器。中央の赤い屋根の建物に

はデータ収集のための部屋が置かれている。 



 
惑星間空間磁場の Z 成分(地球公転⾯に垂直な成分)が「太陽の影」に影響しているこ

とを⽰唆する結果を得た（図 2）[3, 4]。この Z 成分は、CME 等の突発爆発現象に伴っ
て⼤きくなることが知られており、地球磁気圏で起こる磁気嵐と密接に関連している。
現在我々が⽤いている磁場モデル(Potential Field Model)では、このような CME 等の突
発現象の時間変化を追うことができない。そこで、この現象を検証するため、MHD シ
ミュレーションにより CME 発⽣時の磁場の時間変化をシミュレートし、「太陽の影」に
どのように影響するかを調べる準備を⾏った。太陽活動は、2020 年以降に極⼤期に向か
うと予想されているので、CME も増加していくと期待する。今後、南北両半球における
宇宙線観測によって、「太陽の影」による宇宙天気予測の可能性を探っていく[5]。 
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図 2 	 横軸は惑星間空間磁場の Z 成分
の強度[nT]、縦軸は「太陽の影」の東西
方向へのずれを表す[3]。黒丸は観測デ
ータで、「太陽の影」の中心位置が Z成
分の磁場強度に依存していることが分

かる。赤点はシミュレーションで現在の

磁場モデルでは、依存性が見えない。 


